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JICA 教師研修 学習指導案・授業実践報告書 

【実践者】田中由利子 

【実践概要】 

1. 実践する教科・領域：総合的な学習の時間 

 

2. 単元(活動)名：持続可能なひのいちづくり 

3. 授業テーマ（タイトル）と単元目標 

授業テーマ：「持続可能な学校・地域づくり」～SDGsをふまえて～ 

単元目標：身近にある環境問題や社会問題、人権問題などの社会問題とSDGs「17の目標」との
つながりに触れ、問題を解決するためにできることを協働的に考え、課題解決に必
要な情報を集めたりしながら、自分に何ができるか積極的に考え、実践活動に取り
組むことができる。 

4. 単元の評価

規準 

①知識及び技能 

①調べ学習を通して、学校・家庭・地域における自分の生活

を見つめ直し、持続可能な社会を実現するために必要な

課題を設定している。 

②環境問題や人権問題等が自分や家族、社会の人、一人一

人の考えや取り組みと深く関わっていることを理解して

いる。 

②思考力、判断力、
表現力等 

①収集した情報を必要に応じて取捨選択・整理し、自分た

ちにできることを考えるために、活用している。 

②伝える目的や相手に応じて、集めた情報や自分の考えを、
筋道を立てて明確に表現し、伝えている。 

③学びに向かう力、
人間性等 

①自分と社会とのかかわりや自分の生き方に気付き、未来
のために自分ができることを考えようとしている。 

②自分と異なる意見や考えを生かしながら、協働的に探究
活動に取り組もうとしている。 

5. 単元設定の
理由・単元の
意義 

 

（児童 /生徒
観、教材観、
指導観） 

【単元設定の理由】日野第一小学校の未来を自分事として考える児童の育成を目

指す児童像として設定した。 

【単元の意義】来年の１５０周年につながるよう、１５０年続いた歴史を大切に
するだけでなく、自分たちが下学年に対して、バトンを渡す気持ちをもちながら、
日野第一小学校の未来を自分事として考える児童を育てることが大切であると考
える。 

【児童／生徒観】最高学年として、日野第一小学校のために何かしたいという気
持ちがある児童がある一方で、やらされている感が出ている児童もいる。また、
やる気はあるが何をしたらよいか分からない児童もいる中で、自分事として考え
ることができるように児童の身近にあるものや環境から考えさせ、計画を立てて
いく。 

【指導観】自分たちが大人になった時にどのような未来になっていてほしいか、
どうしたら未来につなぐことができるかと考えることができるように、児童にど
んなことをしたいか聞きながら、児童と一緒に計画を立てていく。 

 

 

氏名 田中由利子 学校名 東京都 

日野市立日野第一小学校 

担当教科等 総合的な学習の時間 対象学年（人数） ６年１組（34名） 

実践年月日もしくは期間（時数） 令和４年９月～令和５年２月（34時間） 
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6. 単元計画（全３４時間）  

 小単元名 学習のねらい 学習活動 
資料など 

 

１

次 

５

時

間 

①課題の設定 

②情報の収集 

③整理分析 

④振り返り 

 

 

〇社会問題と SDGsと

のつながりを理解

している。 

〇社会問題を自分事

として捉え、設定

した課題の価値を

見いだしている。 

〇SDGsを学ぶ必要性

について課題を発

見し、解決に向け

ての見通しをもっ

ている。 

 

 

①課題の設定 

「SDGsについて学ぼう」 

〇SDGsを学ぶためのウェブサイト

「Edutown SDGs」や子供向けの

書籍等、各種コンテンツを活用

し、SDGsの基本的知識について

学ぶ。（１時間） 

②情報の収集 

〇社会問題と SDGs「17の目標」と

のつながりについて考える。 

（２時間） 

③整理・分析 

〇調べてきた情報を共有し、伝え

合い情報を整理する。自分のテ

ーマについてどのようなことが

関連するのか考え、整理する。 

（２時間） 

④振り返り 

〇SDGs についての学びを振り返

り、これからの生活で自分たち

にできる活動について見通しを

もつ。（１時間） 

・Edutown SDGs 

・１７の目標のカード 

・ワークシート 

２ 

次 

１
０
時
間 

 

①新たな課題

の設定 

②情報の収集 

③整理分析 

④振り返り 

 

 

 

 

〇日本や他国の取り

組みについて、必要

な情報を多様な方

法で収集している。 

〇調べ学習を通して、

持続可能な社会を

実現するための課

題を設定している。 

〇収集した情報を取

捨選択し、課題を追

究するために活用

している。 

〇収集した情報を関

連付け、自分たちに

できることを考え

るために活用して

いる。 

〇自分と異なる意見

や考えを生かしな

がら、協働的に探究

活動に取り組もう

としている。 

 

①新たな課題の設定 

〇それぞれの問題の背景にある原

因について、学んだことを基に

情報を共有する。（１時間） 

②情報の収集 

〇新聞や書籍、インターネットな

どから、日本や他国の取り組み

や目的について調べる。（３時

間） 

【他教科との関連】 

国語科「みんなで楽しく過ごすために」  

③整理・分析 

〇収集した情報を取捨選択し、課

題解決に向けた明確な目標・目

的をもつ。（１時間） 

〇話し合いを通して、「自分たちに

できること」について考え、追究

していく具体的な内容や活動計

画を決める。（３時間） 

〇テーマ別グループ間の交流を

し、課題や解決策は、「自分たち

の力で実現可能であるか」とい

う視点で意見交換する。＜検討

・Edutown SDGs 

・１７の目標のカード 

・ワークシート 
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 会①＞（１時間） 

④振り返り 

〇検討した内容を振り返り、問題

点の原因や解決方法について話

し合う。（１時間） 

３ 

次 

１
９
時
間 

①新たな課題

の設定 

②情報の収集 

③実行・創造 

④整理分析 

⑤振り返り 

 

 

 

 

〇イメージマップ

や計画書を作成

する中で、自分た

ちにできる取り

組みと解決方法

の見通しをもっ

ている。 

〇環境問題や人権

問題が自分や家

族、射会の人、一

人一人の考えや

取り組みと深く

関わっているこ

とを理解してい

る。 

〇自分と異なる意

見や考えを生か

しながら、協働的

に探究活動に取

り組もうとして

いる。 

〇自分と社会との

関わりや自分の

生き方に気付き、

未来のために自

分ができること

を考えようとし

ている。 

〇環境問題や人権

問題が自分や家

族、社会の人、一

人一人の考えや

取り組みと深く

関わっているこ

とを理解してい

る。 

〇収集した情報を

関連付け、自分た

ちにできること

を考えるために

活用している。 

〇SDGsの「17の目

標」と自分の生活

①新たな課題の設定 

「よりよい未来を創るために、『持

続可能なひのいちづくり』を計

画実行しよう」 

〇イメージマップを作り、テーマ

や自分たちにできる取り組みに

ついて再確認する。 

②情報の収集 

〇イメージマップを基に、収集し

た情報を分類したり根拠付けた

りしながら、「ひのいちづくり計

画書」を構想する。（１時間） 

③実行・創造 

〇「今の自分が何をしなければい

けないか」「今の自分に何ができ

るか」。自分事を視点に、「ひの

いちづくり計画書」を作る。（４

時間） 

本時 

④整理・分析 

〇テーマ別グループ間の交流を

し、課題や解決策は「自分たち

の力で実現可能であるか」とい

う視点で意見交換する。＜検討

会②＞（１時間） 

③実行創造 

〇1 人 1 人にできる取り組みを身

近な生活と関連づけながら体験

するための活動の準備に取り組

む。（２時間） 

〇体験を通して、よりよい未来を

創るための「持続可能なひのい

ちづくり」を実践する。（４時間） 

 

③④まとめ・表現・実行 

〇取集した情報や取り組みに向け

た体験活動を具体的な根拠にし

ながら、ポスターセッション（ス

ライド）の準備をする。（４時間） 

〇ポスターセッション（スライド）

を行い、SDGsの必要性について、

根拠や理由を基に自分たちの考

えを伝える。（２時間） 

・Edutown SDGs 

・１７の目標のカード 

・ワークシート 
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とのつながりや

これからの行動

について理解し

ている。 

 

⑤振り返り 

〇SDGs についての学びを振り返

り、これからの生活の中で自分

たちにできる行動について、意

見交換する。（１時間） 

 

【他教科との関連】 

社会科「世界の中の日本」 

理科「生物と地球環境」 

7．本時の展開「第３次」（６時間目） 

本時のねらい：自分と異なる意見や考えを活かしながら、協働的に探究活動に取り組もうとしている。 

過程・

時間 

教員の働きかけ・発問および学習活動 

・指導形態 

指導上の留意点 

（支援） 

資料（教材） 

導入 

（５分） 

 

 

 

展開 

（30分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

（10分） 

・前時を振り返りながら、本時の課題を確認す

る。 

・前時の振り返りを数人分紹介する。 

・本時の授業の流れを確認する。 

 

・テーマ別グループに分かれ、意見の交流をす

る。「自分たちの力で実現可能であるか」「持

続可能なものか」という視点で意見交換す

る。 

 

 

・１グループだけでなく、他のグループとも交

流し、意見交換する。 

 

 

 

・自分のグループに戻り、どのような意見が出

たか意見交換をする。 

・実現をするためにどのようなことが必要か、

良かった点や改善点をまとめ、振り返りをす

る。 

・前時の振り返りの

中から本時の課題

につながる内容を

確認する。 

 

・グループの人数が

多い場合は、少人

数に設定し、一人

一人が意見を出す

ことができるよう

に設定する。 

・様々な意見と交換

することで、協働

的に活動ができる

ようにする。 

 

 

 

・本時の話し合いに

ついて自分の思い

を書くように伝え

る。 

・ワークシート 

・ひのいちづくり計画 

 書 

8．評価規準に基づく本時の評価方法 

活動の様子・ワークシート 

9. 学習方法及び外部との連携 

フィールドワークやクロムブックを使った協働学習。児童から意見が出た場合は、外部との連携を行う。（日野用水を綺

麗にするために、日野の環境課に連絡するなど） 

10. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 

１月に行われる校内研究にもつながる取り組みのため、自分事として考える児童が一人でも増えるよう

高学年ブロックの先生方に助言をいただきながら、授業を実践していく。 
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【自己評価】 

11. 苦労した点 ・研修での学びをどのように授業と結び付けるか。 

・自分事として捉えさせるためにどのような授業づくりをしたらよいか。 

・一度のみの実行だけでなく、持続可能にするためにどのようにしたらよいか。 

・児童が主体的に課題を設定し、情報の収集や実行・創造、整理・分析をするた

めにどのように声をかけたり、計画を立てたりしたらよいか。 

12. 改善点 ・「SDGs」という言葉を大々的に掲げてしまった点。研修を受けてから SDGs は

ツールとして使うのがよいと学んだ。6 年生ということもあり、自分たちの学び

が SDGs につながっていることや、日常生活にも SDG が関わっていることに気

付かせることができなかったこと。 

・児童が「あれしたい！」「これしたい！」という思いをもち、計画を立てられる

ことができなかった。教師が敷いたレールに乗り、やらされている感が出てしま

ったこと。 

13. 成果が出た点 ・学校周辺をフィールドワークしたことで地域の良い点や改善点などを目で見て、

まとめることができた。 

・実践するにあたり、「自分たちの力で実現可能であるか」、「持続可能であるか」

の 2 つの視点をもちながら、計画書づくりを行った。そのため、児童の意見から

「これは 1 回で終わっちゃう取り組みだよね。」や「これってできたらすごいけ

ど、もっと身近なものから考えたほうがいいんじゃない。」などの意見が出た。

自分たちの日常生活から課題を見つけ、取り組むことができた。 

・SDGs を事前に学習していたことで、ゴミを少なくするために「チラシを作ろう」

という意見が出た際に、「もらった紙を捨ててしまう人もいるし、捨てられたら

またゴミになってしまう可能性があるよ。もったいないよ。」という意見が出た。

SDGs と関連付けながら考えさせることができた。 

・地域住民の方が日野市をよりよくするために行っている取り組みを実際に教室

に来て話してもらう時間を設けたことで、児童がより一層イメージを膨らませる

ことができた。 

14. 学び の 軌跡

（児童生徒の反

応、感想文、作文、

ノートなど） 

 

 

 

 

 

 

↑課題の設定               ↑計画書づくりを通して 

   

 ←フィールドワークを通して気付いたこと 
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↓フィールドワークを通して気付いたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15. 授業者による

自由記述 

 今回初めて参加させていただいたが、様々な視点から見ることができたことで学

びが深まったと感じる。SDGs１つとってもたくさんの学び方があり、知識の得か

たがあった。クルドの方から実際に話を伺ったり、東日本大震災で被災された地に

実際に足を運んだりしたことで、共生文化や防災教育について考えを深めることも

できた。 

 実際に話を聞いてみて分かったこと、足を運んでみて気付いたこと、様々なこと

を学ばせていただいた研修であった。「学び続ける教師」を大切に、今後もこの学

びを活かしながら教育活動に取り組んでいきたい。 

参考資料：教員のための SDGs 研修「JICA 東京」 

     未来の授業・私たちの SDGs 探究 BOOK「宣伝会議」 

     総合的な学習（探究）の時間のアイデア集「JICA 東京」 

 

 


